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米軍空中給油機
移駐問題

運
用
形
態
な
ど
の

　

詳
細
は
明
ら
か
に
さ
れ
ず

　

４
月
28
日
に
、
防
衛
施
設
庁
の

戸
田
次
長
ら
が
、
空
中
給
油
機
部

隊
の
移
駐
先
変
更
の
経
緯
等
に
関

す
る
説
明
の
た
め
鹿
屋
市
を
訪
問
。

文
書
等
は
な
く
、
口
頭
に
よ
る
説

明
を
約
１
時
間
に
わ
た
っ
て
行
い

ま
し
た
。

　

説
明
の
主
な
内
容
は
、

●
空
中
給
油
機
部
隊
は
、
先
の
中

間
報
告
に
お
い
て
は
「
鹿
屋
基

地
が
優
先
し
て
検
討
さ
れ
る
」

と
し
て
い
た
が
、
空
中
給
油
機

は
部
隊
員
３
０
０
名
に
加
え
、

後
方
支
援
要
員
を
相
当
数
必
要

と
す
る
。

　
　

後
方
支
援
用
員
を
鹿
屋
に
置

く
こ
と
は
効
率
的
で
な
く
、
米

軍
の
運
用
上
、
岩
国
基
地
が
効

率
的
で
あ
る
と
い
う
米
国
側
の

内
部
事
情
等
に
よ
り
、
岩
国
を

移
駐
先
に
決
定
し
た
こ
と
。
ま

た
、
こ
れ
に
伴
い
岩
国
の
運
用

の
増
大
を
緩
和
す
る
た
め
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
で
鹿
屋
基
地
等
に

展
開
す
る
こ
と

●
鹿
屋
基
地
は
、
空
中
給
油
機
の

「
訓
練
・
運
用
基
地
」
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、

そ
の
詳
細
は
、
今
後
、
日
米
間

で
検
討
さ
れ
る
こ
と

●
部
隊
は
常
駐
し
な
い
こ
と
か
ら
、

鹿
屋
基
地
の
既
存
施
設
の
活
用

を
基
本
と
し
、
新
た
な
施
設
整

備
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
検
討
す
る
こ
と

●
中
間
報
告
に
盛
り
込
ま
れ
て
い

た
「
日
本
の
他
の
場
所
か
ら
の

追
加
的
な
自
衛
隊
、
米
軍
の
航

空
機
は
、
鹿
屋
基
地
に
一
時
的

に
展
開
す
る
」
こ
と
に
つ
い
て

は
、
変
更
は
な
い
。

と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
説
明
に
対
し
、
山

下
市
長
は
、
大
隅
地
域
全
体
の
最

終
的
な
総
意
と
し
て
『
断
固
、
移

駐
反
対
』
を
国
に
申
し
入
れ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
合

意
案
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と

は
大
変
残
念
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、

新
た
な
負
担
が
増
え
る
こ
と
に

対
し
、
こ
れ
ま
で
国
防
の
一
翼
を

担
っ
て
き
て
い
る
「
基
地
の
ま
ち
」

と
し
て
、
大
き
な
戸
惑
い
を
感
じ

る
と
と
も
に
、
反
対
の
立
場
に
変

わ
り
は
な
い
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

　

今
回
の
説
明
を
受
け
た
こ
と
か

ら
、
こ
れ
か
ら
鹿
屋
市
と
し
て
は
、

前
回
の
中
間
報
告
と
同
様
に
、
ま

ず
鹿
屋
市
議
会
に
報
告
・
説
明
を

行
い
、
意
見
を
頂
き
、
併
せ
て
『
鹿

屋
市
米
軍
移
転
問
題
に
関
す
る
意

見
交
換
会
議
』
な
ど
関
係
会
議
を

早
急
に
開
催
し
、
広
く
市
民
・
地

域
の
意
見
を
伺
い
、
改
め
て
集
約
・

整
理
し
て
、
鹿
屋
市
と
し
て
の
考

え
方
を
取
り
ま
と
め
、
国
に
伝
え

る
こ
と
を
申
し
述
べ
ま
し
た
。

　

な
お
、
５
月
２
日
未
明
に
米
国

ワ
シ
ン
ト
ン
で
開
か
れ
た
日
米

安
全
保
障
協
議
委
員
会
に
お
い
て
、

米
軍
再
編
の
最
終
の
取
り
ま
と
め

が
、
合
意
・
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

（
合
意
文
書
の
鹿
屋
市
関
係
分
）

　

Ｋ
Ｃ
１
３
０
飛
行
隊
は
、
司
令

部
、
整
備
支
援
施
設
及
び
家
族
支

援
施
設
と
と
も
に
、
岩
国
飛
行
場

を
拠
点
と
す
る
。
航
空
機
は
、
訓

練
及
び
運
用
の
た
め
、
海
上
自
衛

隊
鹿
屋
基
地
及
び
グ
ア
ム
に
定
期

的
に
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
展
開
す

る
。
Ｋ
Ｃ
１
３
０
航
空
機
の
展
開

を
支
援
す
る
た
め
、
鹿
屋
基
地
に

お
い
て
必
要
な
施
設
が
整
備
さ
れ

る
。

　

こ
の
文
書
に
盛
り
込
ま
れ
た
内

容
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
同
様
、

不
明
な
点
が
多
い
こ
と
か
ら
、
文

書
の
内
容
と
と
も
に
、
詳
細
が
分

か
り
次
第
、
市
民
の
皆
様
に
ご
報

告
を
行
い
、
ま
た
、
各
会
議
の
結

果
等
に
つ
い
て
も
、
お
知
ら
せ
し

て
い
く
予
定
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
地
域
政
策
課
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０
９
９
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31-

１
１
５
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　米軍空中給油機部隊の移駐については、
米軍による運用効率の観点から岩国基
地へ移駐することになり、鹿屋基地には
「ローテーションで展開し、訓練・運用を
行う」ことが、日米両政府間で合意され
ました。
　このことについて４月 28 日に、防衛施
設庁による鹿屋市への説明が行われまし
た。

４月28日、鹿屋市を訪れた防衛施設庁の戸田次長らが、空中給油
機部隊の移駐先変更の経緯等を説明。


